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令和８年度 公益社団法人みやぎ被害者支援センター事業計画書 

事業名 項 目 事  業  内  容 実施時期・時間等 

相談事業 

電話相談 

 ○ 電話による犯罪被害者や遺族等から

の精神的悩み等の相談を受け、悩みの軽

減や解決など心のケア等の支援を行う。 

  電話０２２－３０１－７８３０
な や み ぜ ろ

 

 〇  メールによる相談の実施 

 〇 ナビダイヤル 

   ０５７０－７８３－５５４
な や み は こ こ よ

 

 を活用した電話相談への対応 

 (犯罪被害者等電話サポートセンター) 

  毎週火､水､木､金曜日 

 （10:00～16:00） 

※ナビダイヤルは 

  年末年始(１２／２９ 

～１／３)を除く毎日 

の８：００～２１：００

までの間左記のサポ

ートセンターが対応 

来所相談 

  予約なしの来所相談や犯罪被害者や遺

族等関係者からの支援相談に対する相談

員による迅速かつ適正な対応を行う。 

 

 

  毎週火､水､木､金曜日 

   (10:00～16:00) 

   ただし、月曜日は、緊 

急の場合は対応する。 

※土・日曜・年末年始 

・祝日を除く    

面接相談 

（カウンセ

リング） 

○ 面接相談を希望する被害者等に対し、

精神科医や公認心理師等による心理相談

等を行い、悩みの解決や心のケア等の支

援を行う。 

○ 病気や遠隔地等を理由に面接相談への

移行が困難な相談者に対するオンラインを

活用した面接相談を行う。 

   通年随時 ※予約制 

※土・日曜・年末年始 

・祝日を除く 

法律相談 

   ケースに応じて、弁護士等による法律相

談を行い、被害者等の問題解決について支

援を行う。 

   通年随時 ※予約制 

※土・日曜・年末年始 

・祝日を除く 

 

性暴力被 

害相談 

「性暴力

被害相談

支援センタ

ー宮城」 

（県受託

事業） 

 

 〇  性暴力被害及びAV出演被害に特化し

た専用電話により、性暴力被害相談に精

通した相談員が対応する。 

  電話 ０１２０－
こころ
５５６－

フォロー
４ ６ ０  

  ※短縮ダイヤル#
はやくワンストツプ

８８９１ 

  ※土曜日は男性相談員の相談実施 

 〇 メールによる相談を実施する。 

〇 相談及び支援内容の迅速・的確な把握

を目的として構築した相談管理システムの

効果的活用を図る。 

  毎週月曜日～金曜日 

  (10:00～20:00) 

 土曜日(10:00～16:00) 

   上記以外の閉庁日及 

び閉庁時間については 

夜間・休日コールセン  

ターが対応し緊急対応 

を要する事案について 

はリアルタイムで当セ 

ンターが対応する（オ  

ンコール）。 

 

 

 

直接支援事業 

 

 

 

 

 

 

危機介入 

 

 ○ 被害発生直後、被害者等の要望に応じ

て、被害者等の自宅訪問や病院等への付

添い、カウンセリング、被害者家族の世

話等家事支援を行う。 

○ 犯罪被害に伴い生活困窮に陥った被害

者等からの生活支援に関する相談に適切

に対応するため、委嘱の社会福祉士等に

よる相談を行う。 

 ○  性犯罪被害者に対する早期支援体制

の確立と連携・協力による早期支援（危

機介入）を実施する。 

 

   随   時 
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〇 男性及び男児の性犯罪被害者の被害

軽減や回復を図るため、宮城県、宮城県

警察及び宮城県医師会等関係機関・団体

と緊密な連携に基づいて、泌尿器科等の

専門医や精通の精神科医等で構成する

支援体制の構築に向けた継続的な取組

を推進する。 

 

付添い 

（同行支援） 

〇 被害者等の要望に応じて 

 ・病院、警察署、検察庁、裁判所等 

関係機関への付添い 

 ・メディアスクラム時の付添い  

  を行う。 

 〇 被害者支援制度(被害者等の心情等の

聴取・伝達制度、AV出演被害防止・救済

法等)の運用に伴う適切な付き添い支援

を行う。 

 

 

   随   時 

 

 

自助グルー

プの支援 

○ 被害者等自助グループの例会等を定期

的に開催する。 

 〇 企業・警察機関等で開催される「被害

者の声を聞く」講演会への派遣講師の同

行支援を行う。 

○ 刊行した手記「やすらぎ」第三集を広報効

果の期待される公共施設や矯正施設等に

配架し被害者や遺族の心情に関する理解を

深める活動を行う。 

 〇 年５回(当該月の第  

  ３水曜日) 

 

 

 

 

 

裁定申請

手続きの

補助事務 

   犯罪被害者等給付金の申請から給付ま 

での手続きの概要説明や裁定の申請に必要 

な書類の教示、申請書類の記載事項の説明 

等裁定申請の補助を行う。 

 

その他の

役務及び

物品等の

貸与等 

 被害者等の身の回りの世話等役務の提供 

による支援や急を要する場合の物品等の貸 

与等により被害者等の抱える問題や精神的 

負担の軽減・回復に寄与する。 

 

 

  随   時   

謝金及び

助成金、 

緊急支援

金の支給 

〇 被害者等の要望により、法律相談、生活 

相談を行った場合の謝金又は助成金を支 

給する。 

〇 カウンセリングの助成（３年間） 

〇 経済的困窮等の被害者等に対する転居

費用、交通費等の緊急支援金を支給する。 

   申請により随時 

 

 

 

 

 

専用相談

（面接）

室の効率

的運用 

 深刻な問題を抱える相談及びカウンセリ 

ング等精神的ケアを求める相談者の増加に 

適切に対応するため、専用相談室の効率的 

な運用に努める。 

 

広報事業 
広報啓発

活動 

 賛助会員をはじめ広く県民に対して事業 

内容や被害者支援に関する情報を提供する 

ため 

 ・広報誌、パンフレット等の作成配布 

 ・他機関等が発行する広報媒体及び広報 

 〇 全国被害者支援ネッ

トワークによるＳＮＳ

を活用した広報と連動 

した広報活動 
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効果の期待されるバス広告等への広報

物等の掲載 

  ・広報パネル等の作成と掲出 

 ・ホームページの活用 

  ホームページの周知広報と活用の向上 

 ・報道機関への便宜供与 

 ・被害者等支援への理解を深め協力の実

践を訴える講演会等の開催 

  ・各種イベント会場及び街頭における募

金活動の実施 

  ・県内各地域での街頭キャンペーンの実

施 

等を行う。 

 

 

 

 

 

 〇 11月実施の「犯罪被

害者強化月間」(仮称)

と連動して実施 

公開講演

会等の開

催 

  犯罪被害者等の現状について、広く県民 

に知らしめ、被害者支援の重要性、必要性 

について理解を求める講演会を開催する。 

 〇 11月11日(水) 「県民

のつどい」公開講演会（

22回目、仙台市内） 

 

養成・研修・ 

調査 

研修会の

開催 

  犯罪被害者等への支援活動に従事する

相談員（以下、「支援活動員」という。）の

知識、技能等の向上を図るため、公認心理

師等、弁護士、医師等を講師とした事例検

討等の研修会を開催する。 

 

 

   随  時  

 

 

研修会等

への参加 

   支援活動員の知識、技能等の向上を図る

ため、全国レベル・ブロック単位による各

種研修会等に参加する。 

○ 秋期全国研修会 

10 月（東京） 

○ ブロック研修会 

７月（秋田市）10 月（福

島市） 

支援活動

員マニュ

アルの活

用による

支援活動

員の質の

向上 

   支援活動員マニュアルを効果的に活

用するとともに、前回改訂した令和５年

以降施行された刑法の一部改正及び新

たな支援制度の整備充実並びに男性及

び男児の性暴力被害相談等に適切に対

応をするため、マニュアルの改訂に取り

組む。 

 

調査・養

成等 

  犯罪被害者等の心理や支援のあり方に 

関する調査、研究活動・支援活動員養成 

講座を開催する。 

  必要に応じて適宜実 

施 

支援活動

員の質の

向上(日本

財団預保

納付金助

成事業) 

〇 新規採用及び継続採用の犯罪被害相談

員候補者に対する計画的な養成講座、実

習等の実施 

〇 新規及び長期研修未受講の支援活動員

を主体とした他機関等主催の研修会に参

加する。（継続事業） 

継続採用の犯罪被害

相談員候補者は、日本財

団から助成を受けて、令

和７年度から２年間実施 

スーパー
バイザー
を活用し
た相談対
応の向上
と代理受
傷防止 

   相談に対する専門的な助言や相談員の

代理受傷防止の観点から、委嘱のスーパ

ーバイザーの効果的な運用に努め、相談

対応力の向上と代理受傷防止を図る。 
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関係機関・団

体との連携

による支援

活動 

宮城県犯

罪被害者

等支援連

絡協議会

等との連

携 

 

○ 国の第５次犯罪被害者等基本計画で取り

組む「地方における途切れのない支援提供

体制の強化」の実践を図るために、宮城県

、宮城県警察及び当センターにて策定中の

「宮城県における犯罪被害者等のためのワ

ンストップ支援」の整備・充実・運用に努め、

被害者等の負担の軽減・回復に寄与する。  

○ 宮城県犯罪被害者等支援連絡協議会

との連携による被害者等支援を行う。 

○ 宮城県、宮城県警察及び当センターの

３機関・団体による被害者等支援に関わる

業務検討会を計画的に開催し、行政と一

体となった支援活動を推進する。 

〇 司法関係機関との連絡会議の開催や新た

に整備された「犯罪被害者等法律援助制

度」 の周知と効果的運用を図る。 

〇 関係機関・団体の業務内容等を周知する

研修会を計画的に開催し相談業務に反映さ

せるとともに、担当者と顔の見える関係の構

築を図る。 

随  時 

被害者等
支援条例
施行の市
町村と連
携した支 
援活動 

  犯罪被害者等支援条例を施行した市町

村との緊密な連携に基づいた条例の効果

的な運用について積極的にサポートする

とともに、施行された条例の規定内容及び 

運用実態を見極めながら必要な見直しを

継続的に求めていくこととする。 

 

その他の事業 

財政基盤

安定構築

のための

ファンド

レイジン

グ事業 

○ 財政基盤の安定を目指し、新規会員の獲

得、寄付型自動販売機の増設、一般寄付金

等の財源の拡大確保を目指す。 

○ 宮城県警察等関係機関及び県内企業と

連携し、犯罪被害者支援商品の指定・販売

の拡大に取り組み財源の安定化を図る。 

  ファンドレイザー１

名の継続雇用と専務理 

事等事務局員で実施 

 

 

 

理事会 

 

○ 総会に付すべき事項 

○ 総会の決議した事項の執行に関する事 

項 

○ その他総会決議を要しない事項 

〇 年度４回開催 

 （４月、５月、９月、３

月） 

 

総 会 

○ 前年度の事業報告及び決算承認と当年

度の事業計画書（案）及び収支予算書（案）

の決議 

〇 その他の決議 

〇 ５月下旬に開催予定 

 

 

（注）太文字は令和８年度新規及び見直し事業を表す。 


